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肺の大きな特徴は，呼吸を営むため常に外界に接していることと，体循環の

血液が必ず通過することである．そのために加齢とともに様々な有害物質の影

響が強く出てくるし他臓器の影響も受けやすく，また全身の臓器にも影響を及

ぼしやすい．したがって，呼吸器疾患はエイジングと密接な関係を有するもの

が多い．この特集では，自然歴，疾患の発症に及ぼす影響，老化による病態の

修飾などに関して，斯界で活躍されている £人の先生方に解説いただいた．

松元幸一郎先生は，分子と細胞のエイジングを規定する因子として，テロメ

アに代表されるように，細胞があらかじめ決められた寿命が規定されていると

するプログラム説と，酸化ストレスに代表されるように，細胞の異常を来す原

因が加齢とともに重なっていくエラー蓄積説を紹介しておられる．

青柴和徹先生は，エイジングに伴って「肺毛細血管の減少，Kohn 孔の拡

大」などの形態変化，「繊毛運動の減少，最大酸素摂取量の低下」などの機能

変化，「CD�＋細胞の増加，メモリーT細胞の増加などの免疫学的変化」が生

じるとされている．

小川浩正先生は，エイジングによる呼吸機能の変化として，肺コンプライア

ンスの増加，胸壁コンプライアンスの低下，呼吸筋張力の低下，低酸素・高二

酸化炭素に対する換気応答の低下などを挙げておられる．

野呂林太郎先生は，加齢と肺癌発生率とが正の相関がある理由として，癌原

物質の曝露時間および曝露後の長期化，加齢に伴うテロメアの機能不全に起因

する染色体の不安定性の高まりによる発癌リスクの増大，ナチュルキラー細胞

の低下による癌免疫機能の低下などを挙げておられる．

室繁郎先生は，COPD の大部分が高齢者に発症する原因として，エイジン

グが肺の構造・機能の脆弱性をもたらしている可能性，その結果として外界か

らの障害性因子への反応が構造破綻を受けやすくなる可能性，喫煙を含む外界

からの様々な障害性因子に長期曝露されることなどを挙げておられる．

桑野和善先生は，長期にわたる大気汚染，喫煙，酸化ストレス，感染などの

攻撃因子の蓄積と防御因子の減弱，修復力低下によって肺線維化を来しやすく

なるとされている．

福田健先生は，加齢が喘息の病態に及ぼす影響因子として，自然免疫系・獲

得免疫系・アレルゲンへの感受性などの免疫システムの変化，肺の機械的特

性・機能的特性・形態学的特性などの肺自身の変化を挙げておられる．

この特集を通じて，加齢現象が様々な疾患と深い関わりあいがあることを実

感していただければ幸いである．

(三嶋理晃)
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